
 
 
 

 

２０１２年７月２３日 

報道各位 

住友金属鉱山株式会社 

 

トヨタ自動車株式会社の株式取得について 

 

 

住友金属鉱山株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長 家守伸正）は、このたび

トヨタ自動車株式会社（以下「トヨタ自動車」）の株式を取得いたしました。これにより、

当社が保有するトヨタ自動車の保有株数は2,124,500株（保有割合0.062％）となりました。 

 

当社は、事業戦略を進める上で、事業基盤の強化に繋がると判断され（例えば、重要な

販売先など）かつ、相手先が当社の事業およびその戦略を理解し、中・長期に相応の当社

株式を保有することが期待できると判断した場合に限定し有価証券を取得することを基本

方針としています。 

 

トヨタ自動車は、今後、ハイブリッド車、電気自動車、プラグインハイブリッド車市場

の拡大が見込まれる中で、世界の先頭を切って開発・生産を進めており、当社は、トヨタ

自動車に対してこれらの自動車に搭載される二次電池の正極材を供給しております。さら

に、当社とトヨタ自動車とは、2010 年 10 月、豊田ケミカルエンジニアリング株式会社およ

びプライムアース EV エナジー株式会社の４社共同で、世界初となる、使用済みの「ハイブ

リッド車用ニッケル水素電池」に含まれるニッケルを、電池原料として再資源化するリサ

イクル事業を開始しています。 

 

当社は、長期ビジョンとして世界の非鉄メジャー入りを掲げ海外資源権益の拡大をはか

っており、獲得した資源を、資源、製錬、材料の三つのコアビジネスを通して国内産業の

発展に活かしていくことをめざしています。コアビジネスの一つである材料事業では、環

境・エネルギー分野向け材料に集中することとしており、その最も重要な製品として電池

材料に注力しています。これらを推進していくために、トヨタ自動車との戦略的関係を強

化していくことが極めて有効と判断し、このたび株式を取得しました。 

 

（本件に関するお問い合わせ先） 

住友金属鉱山株式会社 

広報 IR 部  高橋 雅史 

 （TEL：03-3436-7705） 

 


